
鋼
材
需
要
前
年
比
減

製
造
業
部
門
が
低
調

経済産業省

セ
メ
ン
ト
、生
コ
ン

共
に
１
・
２
％
増

今年度予測
国 交 省

主 張

令
和
６
年
度
の
「
九
都
県
市

の
き
ら
り
と
光
る
産
業
技
術
」

に
岡
村
建
興
（
本
社
、
神
奈
川

県
横
浜
市
、
社
長
�
岡
村
清
孝

氏
）
の
環
境
配
慮
型
コ
ン
ク
リ

ー
ト
製
品
「
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
」

な
ど
９
つ
の
製
品
・
技
術
が
選

ば
れ
、
１０
月
２８
日
に
ホ
テ
ル
ニ

ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
幕
張
（
千
葉
市

美
浜
区
）
で
開
催
さ
れ
た
九
都

県
市
首
脳
会
議
で
表
彰
式
が
行

わ
れ
た
。

九
都
県
市
首
脳
会
議
は
、
熊

谷
俊
人
千
葉
県
知
事
を
座
長

に
、
埼
玉
県
、
千
葉
県
、
東
京

都
、
神
奈
川
県
の
各
知
事
と
横

浜
市
、
川
崎
市
、
千
葉
市
、
さ

い
た
ま
市
、
相
模
原
市
の
市
長

で
構
成
し
、
共
同
で
広
域
的
課

題
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
会

議
で
は
、
首
都
圏
の
優
れ
た
企

業
・
団
体
と
そ
の
産
業
技
術
を

各
都
県
市
が
推
薦
。
「
九
都
県

市
の
き
ら
り
と
光
る
産
業
技

術
」
の
名
称
で
首
都
圏
共
通
の

財
産
と
し
て
表
彰
し
、
戦
略
的

に
情
報
発
信
し
て
い
る
。

防
草
ブ
ロ
ッ
ク
は
川
崎
市
の

推
薦
で
、
前
年
度
の
「
川
崎
も

の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド
」
に
認
定

さ
れ
た
製
品
・
技
術
の
中
か
ら

選
定
し
た
。
川
崎
市
は
脱
炭
素

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
お

り
、
昨
年
度
に
認
定
し
た
「
川

崎
も
の
づ
く
り
ブ
ラ
ン
ド
」
の

製
品
・
技
術
の
中
で
、
特
に
防

草
ブ
ロ
ッ
ク
は
環
境
負
荷
の
削

減
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
こ
と

が
明
確
な
上
、
導
入
が
容
易
で

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
寄
与
す

る
製
品
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
「
九
都
県
市
の
き
ら
り
と

光
る
産
業
技
術
」
に
推
薦
・
選

定
さ
れ
た
。

表
彰
式
で
は
熊
谷
千
葉
県
知

事
か
ら
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
、

岡
村
社
長
が
九
都
県
市
の
首
長

に
、
植
物
の
特
性
を
利
用
し
た

防
草
ブ
ロ
ッ
ク
の
防
草
機
能
に

つ
い
て
説
明
を
行
っ
た
。
同
社

は
全
国
防
草
ブ
ロ
ッ
ク
工
業
会

会
員
社
と
し
て
、
同
製
品
の
普

及
を
図
っ
て
い
る
。

経
済
産
業
省
は
２
０
２
４
年

度
第
３
四
半
期
（
１０
～
１２
月
）

の
需
要
見
通
し
を
ま
と
め
た
。

第
３
四
半
期
の
鋼
材
需
要
は
１

９
３
１
万
ト
ン
（
前
四
半
期
実

績
見
込
比
１
・
６
％
増
）
と
な

る
見
通
し
。
前
年
同
期
比
で
は

２
・
１
％
減
で
４
四
半
期
連
続

の
減
少
と
な
る
見
込
み
。

国
内
需
要
は
１
２
９
２
万
ト

ン
（
前
四
半
期
実
績
見
込
比
３

・
２
％
増
）
で
前
年
同
期
比
で

は
３
・
０
％
減
、
内
訳
は
普
通

鋼
鋼
材
が
１
０
１
４
万
ト
ン

（
同
３
・
４
％
増
）
、
前
年
同

期
比
で
は
２
・
６
％
減
。
特
殊

鋼
鋼
材
が
２
７
８
万
ト
ン
（
同

２
・
４
％
増
）
、
前
年
同
期
比

で
は
４
・
５
％
減
。

普
通
鋼
鋼
材
の
国
内
需
要
見

通
し
１
０
１
４
万
ト
ン
の
う

ち
、
建
設
部
門
は
４
１
１
万
ト

ン
（
同
３
・
２
％
増
）
で
前
年

同
期
比
で
は
０
・
８
％
減
。
内

訳
は
土
木
１
４
３
万
ト
ン
（
同

６
・
７
％
増
）
で
前
年
同
期
比

０
・
０
％
増
、
建
築
は
２
６
９

万
ト
ン
（
同
１
・
４
％
増
）
で

前
年
同
期
比
で
は
１
・
３
％
減
。

製
造
業
部
門
は
６
０
３
万
ト

ン
（
同
３
・
５
％
増
）
で
前
年

同
期
比
３
・
８
％
減
。
用
途
別

で
は
自
動
車
向
け
が
２
５
０
万

ト
ン
（
同
２
・
８
％
増
）
、
前

年
同
期
比
で
は
３
・
５
％
減
。

産
業
機
械
向
け
は
１
１
２
万
ト

ン
（
同
５
・
２
％
増
）
で
前
年

同
期
比
で
は
７
・
６
％
減
。

建
設
部
門
の
う
ち
土
木
分
野

は
、
景
気
の
先
行
き
不
透
明
さ

や
人
手
不
足
、
コ
ス
ト
高
が
継

続
し
て
前
年
同
期
比
横
ば
い
の

見
通
し
。
建
築
分
野
も
人
手
不

足
や
コ
ス
ト
高
の
影
響
を
受
け

て
引
き
続
き
低
調
で
、
前
年
同

期
比
で
微
減
と
な
る
見
通
し
。

製
造
業
部
門
は
、
自
動
車
分

野
の
生
産
体
制
は
回
復
し
た
が

需
要
自
体
が
低
調
に
推
移
し
て

お
り
、
半
導
体
部
材
等
の
供
給

難
が
解
消
し
て
好
調
だ
っ
た
前

年
同
期
と
の
比
較
で
は
減
少
す

る
見
通
し
。
産
業
機
械
分
野
は

外
需
が
引
き
続
き
低
調
。
輸
出

は
６
４
０
万
ト
ン
（
前
四
半
期

実
績
見
込
比
１
・
５
％
減
）
で

前
年
同
期
比
で
は
０
・
３
％
減
。

内
訳
は
普
通
鋼
鋼
材
が
５
３
０

万
ト
ン
（
同
１
・
９
％
減
）
、

前
年
同
期
比
で
は
０
・
７
％
減
。

特
殊
鋼
鋼
材
が
１
１
０
万
ト
ン

（
同
０
・
４
％
増
）
、
前
年
同

期
比
で
は
１
・
７
％
増
。

中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
を
中
心

に
引
き
続
き
需
要
が
低
迷
し
て

お
り
、
前
年
同
期
比
で
は
横
ば

い
と
な
る
見
通
し
。
同
省
で
は

「
中
国
に
お
け
る
鋼
材
需
給
バ

ラ
ン
ス
の
悪
化
に
よ
る
周
辺
市

場
へ
の
影
響
に
は
引
き
続
き
注

視
が
必
要
」
と
し
て
い
る
。

粗
鋼
需
要
量
は
２
１
３
０
万

ト
ン
（
前
期
実
績
見
込
み
比
０

・
９
％
増
）
で
、
前
年
同
期
比

で
は
１
・
４
％
減
と
な
る
見
込

み
。
２
０
２
０
２
４
年
度
通
期

は
、
２３
年
度
の
８
６
８
２
万
ト

ン
を
下
回
る
可
能
性
が
高
く
、

３
期
連
続
で
前
年
割
れ
す
る
公

算
が
大
き
く
な
っ
た
。

国
土
交
通
省
は
１０
月
１８
日
、

２
０
２
４
年
度
の
主
要
建
設
資

材
に
関
す
る
需
要
見
通
し
を
発

表
し
た
。
主
要
６
資
材
の
う
ち

セ
メ
ン
ト
と
生
コ
ン
ク
リ
ー

ト
、
普
通
鋼
鋼
材
の
需
要
が
前

年
度
と
比
べ
て
増
加
し
、
木
材

と
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
は
減
少
す

る
。セ

メ
ン
ト
は
３
５
０
０
万
ト

ン
（
前
年
比
１
・
２
％
増
）
、

生
コ
ン
は
７
１
０
０
万
�
（
同

１
・
２
％
増
）
で
、
い
ず
れ
も

６
年
ぶ
り
に
前
年
を
上
回
る
が

需
要
量
は
低
水
準
が
続
く
。
セ

メ
ン
ト
は
５
年
連
続
で
４
０
０

０
万
ト
ン
を
下
回
り
、
生
コ
ン

は
５
年
連
続
で
８
０
０
０
万
ト

ン
を
下
回
る
。

普
通
鋼
鋼
材
は
１
７
０
０
万

ト
ン
（
同
１
・
１
％
増
）
で
３

年
ぶ
り
に
増
加
す
る
見
込
み
。

こ
の
う
ち
形
鋼
が
３
８
０
万
ト

ン
（
同
１
・
９
％
減
）
、
小
形

棒
鋼
が
６
１
０
万
ト
ン
（
同
１

・
４
％
減
）
と
な
る
見
通
し
。

木
材
は
７
７
５
万
�
（
同
１
・

６
％
減
）
、
砕
石
は
９
６
０
０

万
�
と
見
通
し
た
。

同
時
に
発
表
し
た
２３
年
度
の

需
要
実
績
は
セ
メ
ン
ト
３
４
５

８
万
ト
ン
（
２２
年
度
比
７
・
３

％
減
）、生
コ
ン
７
０
１
８
万
�

（
同
５
・
７
％
減
）
。
普
通
鋼

鋼
材
は
１
６
８
２
万
ト
ン
（
同

３
・
７
％
減
）
で
、
こ
の
う
ち

形
鋼
が
３
８
７
万
ト
ン
（
同
６

・
０
％
減
）
、
小
形
棒
鋼
が
６

１
８
万
ト
ン（
同
３
・
６
％
減
）。

木
材
は
７
９
２
万
�
（
同
７
・

２
％
減
）、砕
石
３
１
０
２
万
�

（
同
１４
・
７
％
減
）
だ
っ
た
。

主
要
６
資
材
の
需
要
が
い
ず
れ

も
前
年
度
比
で
減
少
し
た
。

水
循
環
企
業
に

共
和
コ
ン
登
録

内
閣
官
房

内
閣
官
房
水
循
環
政
策
本
部

事
務
局
は
１０
月
２９
日
、
水
循
環

に
資
す
る
取
り
組
み
に
関
心
が

あ
る
企
業
９９
社
を
「
水
循
環
企

業
」と
し
て
登
録
・
認
証
し
た
。

企
業
に
よ
る
水
循
環
に
資
す

る
取
り
組
み
の
促
進
を
図
る
た

め
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
制
度

で
、
水
循
環
に
資
す
る
取
り
組

み
を
実
施
し
て
い
る
企
業
や
関

心
の
あ
る
企
業
を
積
極
的
に
登

録
・
認
証
す
る
。
今
回
は
水
循

環
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
企
業
と
し
て

８９
社
、
水
循
環
Ｃ
Ｈ
Ａ
Ｌ
Ｌ
Ｅ

Ｎ
Ｇ
Ｅ
企
業
と
し
て
１０
社
を
登

録
・
認
証
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
関
連
で
は
、
共
和
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
業
（
北
海
道
）
が

水
循
環
Ａ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
企
業

（
人
材
資
金
カ
テ
ゴ
リ
ー
）
で

登
録
・
認
証
を
受
け
た
。

群
馬
県
Ｃ
Ｂ
組
合
の
７０
周
年
を
祝
す

群
馬
県
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
事
業
協
同
組
合
が
創
立

７０
周
年
を
迎
え
た
。
同
組
合
は
昭
和
３０
年
の
設
立
以
来
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
の
品
質
や
製
造
技
術
の
向
上
に
取
り

組
み
な
が
ら
地
域
の
建
材
業
界
を
リ
ー
ド
し
、
地
域
産
業
と

し
て
の
基
盤
を
築
き
上
げ
た
。
地
元
の
豊
富
な
原
材
料
と
地

理
的
条
件
を
活
か
し
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
製
造
を
地

場
産
業
と
し
て
発
展
さ
せ
た
組
合
の
功
績
は
大
き
い
。
ま
た
、

そ
の
よ
う
な
歴
史
を
背
景
と
し
て
県
内
に
は
ブ
ロ
ッ
ク
造
建

築
も
多
く
、
同
組
合
で
は
研
修
会
の
開
催
を
通
じ
て
、
県
内

や
周
辺
地
域
の
歴
史
的
な
建
築
物
を
視
察
す
る
機
会
を
積
極

的
に
設
け
て
い
る
。
そ
れ
は
筆
者
に
と
っ
て
も
貴
重
な
経
験

の
場
で
、
毎
回
欠
か
さ
ず
参
加
し
て
い
る
。

同
組
合
の
活
動
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
が
日
本
の

戦
後
復
興
か
ら
高
度
成
長
期
を
支
え
て
き
た
歴
史
と
連
動
し

て
い
る
。
近
年
は
他
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
と
同
様
に
長
期

的
な
需
要
の
減
少
と
い
う
課
題
に
直
面
し
て
お
り
、
新
た
な

付
加
価
値
の
創
造
と
市
場
開
拓
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
記
念

式
典
で
町
田
理
事
長
は
、
組
合
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
国
民

の
安
心
・
安
全
を
守
る
」
と
い
う
使
命
を
強
調
し
、
特
に
災

害
対
策
と
し
て
の
高
耐
久
性
・
堅
牢
性
を
重
視
す
る
姿
勢
を

示
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
大
津
波
に
の
ま
れ
た
岩
手
県
大

船
渡
市
で
は
、
木
造
住
宅
が
全
て
流
さ
れ
る
中
で
ブ
ロ
ッ
ク

造
住
宅
は
構
造
的
な
被
害
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
津
波
の
圧
力

に
耐
え
た
。
地
震
が
起
き
る
た
び
に
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
倒
壊
が

ニ
ュ
ー
ス
と
な
る
が
、
津
波
に
耐
え
た
ブ
ロ
ッ
ク
造
住
宅
は
、

適
切
に
施
工
を
行
え
ば
ブ
ロ
ッ
ク
造
構
造
物
が
津
波
の
圧
力

に
も
屈
し
な
い
ほ
ど
強
靭
で
あ
る
こ
と
を
雄
弁
に
物
語
っ
て

い
る
。

近
年
は
気
候
変
動
の
影
響
で
自
然
災
害
が
激
甚
化
・
多
発

化
し
て
、
毎
年
の
よ
う
に
豪
雨
災
害
が
発
生
し
て
い
る
。
住

宅
外
構
が
オ
ー
プ
ン
化
し
て
久
し
い
が
、
ク
ロ
ー
ズ
ド
外
構

と
止
水
板
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
宅
地
へ
の
浸
水
を
防

ぐ
こ
と
が
可
能
だ
。
ま
た
昨
今
は
、
に
わ
か
に
凶
悪
な
強
盗

犯
罪
が
多
発
す
る
よ
う
に
な
り
、
外
部
か
ら
の
視
線
を
遮
り

物
理
的
な
防
犯
対
策
と
な
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
外
構
は
、
防
犯
面

で
も
再
評
価
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
倒
壊
事
故
で
安
全
性

が
揺
ら
い
で
い
た
ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
と
っ
て
、
失
地
挽
回
の
好

機
到
来
と
言
え
る
。

そ
れ
に
は
、
町
田
理
事
長
が
掲
げ
た
「
国
民
の
安
心
・
安

全
を
守
る
」
を
踏
ま
え
て
、
防
犯
・
防
災
を
含
め
た
ブ
ロ
ッ

ク
の
多
機
能
性
を
訴
求
し
、
地
域
の
ユ
ー
ザ
ー
に
再
認
識
し

て
も
ら
う
た
め
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
す
る
こ
と
が
必

要
だ
。
環
境
負
荷
の
低
減
も
重
要
な
テ
ー
マ
で
、
時
代
の
ニ

ー
ズ
に
応
え
る
技
術
と
持
続
可
能
な
建
材
と
し
て
の
魅
力
を

発
信
す
る
と
共
に
、
次
世
代
に
向
け
た
技
術
者
育
成
や
地
域

の
建
設
業
界
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
ク
業
界
の
発
展
に
寄
与
す
る
組
合
と

し
て
、
新
た
な
時
代
へ
の
一
歩
に
期
待
し
て
い
る
。

熊谷千葉県知事（左）と岡村社長

岡
村
建
興
と
防
草
ブ
ロ
�
ク

き
ら
り
と
光
る
産
業
技
術

九都県市会議

（２）令和６年１１月１１日週刊ブロック通信（第三種郵便物認可）第３３１１号（月）


